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片瀬哲也と申します。私は 2020年 10月にく
も膜下出血に羅漢し、翌年 5月まで入院しま
した。今のところ、社会生活を普通に送ってい
ます。
ただ、後遺症で左半盲になってしまいました。
その後、ふとしたことで本会の存在を知り、
2024年に入会させていただきました。
入会後はしばらくして、半盲があまりにも不
自由なので、思い切って本年 6月 15日の
「オンライン交流会」に参加させていただきま
した。そこで、同じ半盲の方から「プリズム眼
鏡」の存在を教えていただき、その方は半盲に
も関わらずテニスをされている、とのお話を
伺い、自分も頑張らねば、と刺激をいただきま
した。
現在は「プリズム眼鏡」を作成中で、あとは、退
院後に始めたゴルフの左打ち転向（私は左半
盲なので、左打ちにすれば右目でボールを見
ることができるのです。）や、ピアノを習いに
行ったり、というように病気に打ち勝つため
の「あがき」をしています。

6月 15日（日）に開催された上記の交流会
ではたいへんお世話になり、ありがとうご
ざいました。私は、オンラインでの交流会へ
の参加は初めてということもあって、繋が
るのだろうか？といった不安が大きかった
です。でも、何とかつながったときはホッと
した思いでした。

各地からの脳卒中者の方々と交流ができて
本当に良かったです。欲を言えば、司会進行
の方とのやり取りは当たり前のことです
が、参加者同士のやり取りの時間があって
も良かったのではないか？と感じました。
勝手なことを申して申し訳ございません。
また、このような機会があれば是非とも参
加させていただきたく思います。ありがと
うございました。

6月15日のオンライン交流会に参加させて
いただき、ありがとうございました。安心感
と励ましをいただきました。自分と同じよ
うに脳卒中を経験された方々の声を聞き、
「一人ではない」と改めて実感できたこと
が大きな収穫でした。交流を通じて前向き
な気持ちになりこれからの生活やリハビリ
への意欲にもつながりました。準備や進行
にご尽力いただいた事務局の皆様に心より
感謝いたします。これからも学び合い、支
え合える場が続くことを願っています。

2025年 6月 15日（日）に、「第４回全国オンライン交流会」が開催されました。2023年に始まった全国オンライン交流会も今回で4回目。
最初は年１回の予定でしたが、すぐに年２回と回数を増やしました。
　今回は、東京以外、全国各地から個人会員の方が出席してくださいました。各地での「リアル」な交流会の開催が難しい現状のなか、オン
ラインを使って全国どこからでも交流が持てる「オンライン交流会」は、私たち脳卒中当事者にとって強い味方です。2025年11月には
「全国交流会」を再開します。「リアル」な全国交流会と共に、この「全国オンライン交流会」も継続・発展させていきたいと考えています。

(活動支援委員長・山田幸恵 )

（写真）全国オンライン交流会のようす
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「特定非営利活動法人 日本脳卒中者友の会 第20回通常総会」「全国交流会」
日時 2025年 11月9日（日）
■ 会場：ビジョンセンターグランデ東京浜松町702会議室
■ 住所：〒105-0012 東京都港区芝大門1-13-9 UD芝大門ビル 

JR「浜松町駅」徒歩4分 ／ 都営線「大門駅」徒歩1分

事務局メール ： tomarigi_tamagawa@yahoo.co.jp 
郵送希望の会員 ： 9月上旬に郵送した往復はがきの余白に「全国交流会参加希望」と
記入してポストに投函してください。
【申し込み締め切り】令和7年10月31日まで。《会員限定》でご参加いただけます。

Vision Center Grande
ビジョンセンターグランデ東京浜松町UD 芝大門ビル
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会場までの地図は
参加者にお送りする
「浜松町の使い方」を参照

Chiaki Yamada



『脳卒中後のリハビリ奮闘記』を話してきました。

 2024年中旬、アステラス製薬からの依頼で社内向けに web上で講演会を行いました。私は、重度の身体障害者ですが、一人暮らしが
普通に送れているだけでなく、趣味の鉄道旅も一人でこなしています。そんな私にリハビリ病院でのリハビリの経験とその後の生活に
ついて話して欲しいというオファーが来ました。
何回か担当者と打ち合わせの結果、演題は「脳卒中後のリハビリ奮闘記～私は自分で「トイレ」に行きたい～」に決定しました。
内容は、いつも交流会で話している経験を中心に話して参りました。急性期病院で起立性低血圧によりリハビリが満足に出来なかった
こと。リハビリ病院転院後へ転院後も起立性低血圧に悩まされながらも、やる気をかってリハビリを続けさせてくれたこと。まず目標と
して一人でトイレに行けるようになることに設定したこと。トイレに自分自身で行けるようになった喜び。目標を達成し、更に杖歩行が
出来る様になったこと。退院後の具体的な生活と一人で生活する上での困りごと。装具を新調したら微妙な重さの変化で歩けなくなっ
てしまったこと。一般的にリハビリ病院から退院すると、リハビリの進め方に困ることなどを話しました。　
Web上の講演会だったため、壇上で講演する時のような緊張感はありませんでした。しかし、その分、何人の人が聞いているのか、ダイ
レクトな反応もないため苦戦しました。公演後に一斉に感想や質問が送られてきたことから、全体で 200人以上の人が私の講演を見聞
きしていたと推測されました。
私は重度の身体障害者で、何も出来ませんが、私の生き方自身の中に希望を見つけてくださることに誇りを感じます。私の経験がこのよ
うに活かされた事は何よりの喜びでもあります。

ここで広報委員長の石川からのお願いです。脳卒中者友の会のメンバーの、友の会以外での活躍を
よく耳にするようになりました。ご自身の活動を友の会の広報誌「あゆみの友」に紹介させていた
だけませんか。講演会で話した以外にも、こんなサークルを主催しているとか、スポーツ大会に参
加した、こんな趣味を極めている、○○温泉に旅行に行った際に ×× 旅館のバリアフリー設備は
素晴らしかったなど色々とあると思います。もしかしたら共に活動する仲間が増えるかもしれま
せん。文章に自信が無くても、広報委員がバックアップいたします。事務局のアドレスに活動内容
をお知らせください。

演題「脳卒中後のリハビリ奮闘記
～私は自分で「トイレ」に行きたい～」

あとがき
今年ほど全国高校野球選手権大会（甲子園）を見た夏はなかった。
山形も暑さ厳しい夏となり、日中は外に出る気になれない。興味をひく番組もない。午後からの仕事が頭の片隅にある重苦しさを抱えな
がら、ただ画面に目をやる。娘と同年代の球児たちの所作に、思わず清々しさを覚える。県代表のチームは善戦したものの初戦敗退。
その後は、いつものように同じ東北勢の仙台育英をなんとなく応援する。
幼い頃、お盆で宮城の親戚宅に集まれば必ず仙台育英の応援が始まったものだ。
夏休み特集のアニメが見たいとはとても言えない。諦めて枝豆をつまむ。県代表、地方代表と、大人は勝手に高校生に期待する。 
全国オンライン交流会。 どんなに部活に打ち込んでも市代表がやっとだった私もそこでは山形代表なのだな。
頬が緩む。複雑な気持ちである。 編集後記（山形・山田）

～全国オンライン交流会に参加して～

NPO法人

日本脳卒中者友の会 

全国の脳卒中者とその家族医療福祉関係者のためのNPO法人

ご相談・入会のお問い合わせはこちら

contact@noutomo.com

脳卒中者友の会 検索

https://noutomo.com/
ホームページはこちら

東京支部・石川 順一

「あゆみの友」に掲載しませんか？


